ある村に佐吉とおまつという仲のいい夫婦がいた。
佐吉は村きってのはたらきもので、人望も厚かった。ただ、少し物事を論理的に考える力が弱かった。一方のおまつは人柄が非常に優しかった。そんな仲のいい二人はいつも互いに助け合い、励ましあい中むつまじい生活を送っていた。

ある日、佐吉が村のサンシャインビルにいつもどおり仕事に出かけようと村唯一の大通りであるシーサイドストリートを乗り古したトヨダ・カレーラを走らせていた。

村でもっとも大きいワンハンドレッドタワーを通り過ぎようとしたそのときいつもはないがやがやとした人ごみを見つけた。そのときは仕事命の佐吉であるだけに野次馬などという行動に出ようとは微塵も思わなかったので通り過ぎた。

サンシャインビルまで二十分。彼はカレーラをビルの地下駐車場に駐車するといつものごとく十階まで持ち前の健脚を生かして階段を二段飛ばしでかけていく。

　彼は三十二歳入社してから十年近くになるが毎日の移動は必ず階段でしている。彼は会社のコスト削減ためにも健康のためにも階段を使うことは一石二鳥だと考えて毎日そうしているのである。

　オフィスに入るとなにやらがやがやしている。

「・・・・・－たーネットというシステムが使えるようになったんだって。」

そのときオフィスの人々はワンハンドレッドタワーに群がっていた人々が話していたインターネットについて話していたのだ。

「そんなに騒いで何を話しているんだい。」

騒がしいのはあまり好きではない佐吉だが新しいものは嫌いではないので尋ねてみると。

「佐吉さん、今日から私たちの村でもインターネットが使えるらしいのですよ。早速取り付けてもらおうと思って。」

インターネットに関しては少し知識があった佐吉は自分もぜひ取り付けてみたいと思い、どこでそのサービスをやっているのかたずねてみた。

「それはどこで取り付けてくれるんだい。」

すかさず一人が答えた。

「電話回線を通してネットワークに接続できるので自分でもできるらしいです。接続するためのツールはワンハンドレッドタワーのワンハンドレッドアプライアンスで購入できるらしいですよ。」

これを聞いた佐吉は仕事が終わるとその足でワンハンドレッドタワーにカレーラを走らせた。ワンハンドレッドタワーのその中の一階にあるワンハンドレッドアプライアンスには大勢の人が並んでいた。佐吉もその列に入り十分ほどして店内に入ることができた。
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入店すると同時に

「本日はご来店ありがとうございます。この機会に本日から提供しておりますインターネット接続サービスをぜひご利用ください。」
という店内アナウンスが流れ、インターネットの接続ツールの販売開始を強調していた。

佐吉は早速それらを買い求め家路に着いた。

佐吉の家は広くもなく狭くもなく六十坪ほどの土地に二階建ての家である。それでも夫婦二人で暮らすには広すぎるくらいの建物である。家の庭におまつが丹精こめて育てている桔梗の花が鮮やかに紫と緑のコントラストをかもし出しているのだった。
家の前のガレージにカレーラを停めるとはやる気持ちを抑えられず、少し足早になりながらドアを引いた。

「おかえりなさい。今日はなんだかうれしそうね。」

という妻の問いに上機嫌でその由を話しながらご飯も食べずに早速ケーブルを配置し、インターネットに接続してみた。ネットワークにつながると検索の項で自分の名前を検索してみる。
「ひゃー、三千件もヒットしてるぞ。これ見てみぃ。世の中では佐吉というのは意外とメジャーなんじゃなぁ。」

まるで子供のように喜んでいる佐吉を見ておまつは微笑みながら夕食を彼の元へ持っていく。いつも彼らはこのように暖かな雰囲気に包まれていた。それで村の人々はみんな佐吉とおまつを「村一番の仲良し夫婦」「おしどり夫婦」などと呼んでいた。彼らの中であの夫婦は喧嘩したことがない。ということをいうものがあったがそれは本当だった。二人はお互いに認め合い、信じあい、お互いのことがとても好きだった。
「おまつの名前も調べてあげるよ。」

佐吉ははしゃぎながら検索項におまつと文字を入力していく。おまつはまるで母親のようなまなざしでそれを見やっている。

「おいおいおい、三万件もあるぞ。おまつ、すごいなぁ。おまつの名前も有名らしいけどけどおまつって名前をいれただけで三万件もヒットするこのネットワークもすごいじゃないか。」
佐吉はインターネットにひどく感心した。おまつは常にそばで微笑みながらうんうんとうなずいているのだった。
インターネットの接続を始めてから何週間か経ち、インターネットが使えるようになってから佐吉はそれに没頭し、毎日毎日ネットサーフィンや、チャット等のバーチャルな世界にはまり始めた。その度合いと反比例しておまつと会話する時間や恒例だった週末のささやかな旅行などはみるみるうちに減っていった。
購入して三ヶ月ほどたったある日からは

「ごはんよ。」

というおまつの声にすら反応しなくなった。

その頃佐吉はインターネットのある掲示板にある書き込みで細君の不貞などに関するものを真剣に信じ込んでいたのである。その内容の一例は次のようなものであった。

『通例、喧嘩をせず仲良く暮らしている夫婦はどちらかが不貞を働いているか、もしくはどちらも喧嘩をする気力さえない無気力夫婦である。』
このようにでまかせでまったく根拠のない書き込みを毎日長時間にわたりに見続けていた佐吉は少しずつ人が信じられなくなっていった。しかし、それとは逆に掲示板の住人やバーチャル世界の住人とは親しくなり交流を深め、さらに根も葉もない噂や根拠のない話を信じるようになった。

おまつのごはんよ、と呼ぶ声に反応しなくなってから数ヶ月、佐吉夫婦の会話は一日ほんの二言ほどになってしまっていた。

「ちょっと出かけてきますよ。」

ある日からおまつは週末になると決まったように部屋から出てこなくなった佐吉に声を掛け、外出するようになった。

しかし、ある日その声を聞き、懐疑心で一杯の佐吉はいつもは家にいて一人ではほとんど外出することのなかったおまつの行動を疑り、後をつけてみようと思い立った。

おまつはトヨダ・ビッツに乗りシーサイドストリート沿いのカフェ、トドールカフェに車を停めた。佐吉もおまつの様子を伺いながら車を停めた。
おまつはあたりを伺い人目を気にするような様子もなく店に入った。佐吉とはほんの二、三度しか来たことがなく、さらに佐吉がインターネット付けになってからというものは一年以上来たことがないはずなのにおまつはなれた様子で、しかもまるで誰かと待ち合わせしているかのように迷うことなく一番奥の席に座った。

佐吉とおまつは大学時代に知り合った。どちらも控えめな性格で人前に出たがらなかった。しかし、容姿端麗で控えめなおまつはそこらへんの学生にたいそう人気があり、佐吉とはまるで別世界の人だった。一方の佐吉といえば毎日を難なくやり過ごそうとばかり考えて、戸外に出ることも少なく、たまに外に出かけたかと思えばゲームや雑誌などを買ってくるばかりであった。
ある日大学の近くのゲームセンターでいつも下ばかり向いている佐吉は人相の悪いどちらかというと体育会系のお兄さんたちとぶつかってしまった。

「おい、おまえどこ見て歩いてんだ、ジュースがこぼれちまったじゃねぇか。」因縁をつけられ佐吉は顔色をうかがって謝ることすらできずただただ恐ろし

さに身を震わせていたのであった。

その折、偶然にもそばにいたのがおまつで、おまつはその一部始終をみて助けてあげたいとは思ったもののその中に入って佐吉を弁護してやることはなかなかに難しかった。

しかし、佐吉の顔が見えたときおまつはある風邪の強い日に自転車が全部倒れ、おまつが自分の自転車を引き出せないでいたときに助けてくれた彼の顔を思い出した。

「す、す、す、すみません、こ、このひとは悪気があってぶつかったんじゃないんです。許してあげてくっ、ださい。」

自分でもびっくりするほどの速さで彼らの前に立ち、佐吉を弁護していたのであった。

「お前は、こいつのオンナか、こんなしょうもねぇやつとつきあってないで俺らと遊びに行かないか。」

一番強そうな大男がそんな嫌味を何度も口にしたがおまつはうつむいたまま、なにもくちにせず、彼らが行過ぎるのを待った。彼らのほうも時間の無駄だと思ったのであろうか、舌打ちをして嫌味や卑語を口にしながら去って行った。

その後佐吉は自分を恥じて体を鍛え、勉強も努力した。そんなある日、女性が酔っ払った輩に絡まれているのを見つけた佐吉はその女性を助けてやった。その頃の佐吉はゲームセンターにいたころとは見違えるように逞しくなっていた。

佐吉が後に助けたその女性というのがおまつであり、二人の付き合いはそこから始まったのである。
ともあれ、佐吉には今はそんな回想をしている余裕はない。おまつが座った席の隣の席には大学時代に同級だった男が座っている。佐吉はインターネットで見た説が間違っていないことをますます確信し、怒りをやっとのことで抑えながら、二人の尾行を続けた。一時間ほどして先の二人は会話を終え、帰り支度をしていた。尾行が見つかるのを恐れた佐吉は先に家でおまつを待つことにした。
その夜、佐吉はそれとなく尋ねた。

「まつは俺に何か不満があるか。」

佐吉は自分では気づかなかったが佐吉の表情はすごい剣幕だったのでおまつは、なぜ自分がそんなことを言われなければならないのかわからず

「そんなことはありませんよ。」

と言い、優しく微笑み返した。
ここでおまつを弁護しておくとおまつがカフェで会っていたのは佐吉の不満を何とか解消しようとして昔の佐吉の友人に相談していたのであった。さらに付け加えると、その友人はその際何度もおまつにアプローチしたがおまつは頑として首を縦には振らなかったのである。
いよいよ疑わしいと感じ始めた佐吉はその日からおまつに対して暴力さえも振るうようになっていった。
日増しに増えていくあざ、対照に激減していく体重。おまつの体は数ヶ月ほど目とは比べ物にならないほどやせ細っていた。しかし、頬や腿はあざができ膨れ上がっていた。それでも何もいわずおまつは佐吉の面倒を見続けた。日ごとにエスカレートする暴力はおまつを苦しめたが、それ以上に佐吉の心無い言葉が彼女を苦しめた。

しかし、おまつは耐え続けた。佐吉がこんなになったのも自分の責任だと思い、またそれはあくまで一時のもので魔が差したのだろうと思っていた。

一方で佐吉はおまつの不貞を疑いながらも自分のしていることを心のうちで嘆き、彼女を責めることをやめられない自分を責めた。しかし、結局は自分を責め続けることに耐えられなくなり自分のうちで責任をおまつに押し付け、合理化し、彼女にあたることになるのだった。

そんな日々が三ヶ月ほど続いた。

「佐吉さん、ごめんなさい。」

ほとんどかすれて声にならず、隣の部屋で寝ている佐吉にはその声は届かなかった。言った後彼女は意識を失った。体重はもとより細かったのがその二分の一ほどになり。手や腕は打撲し、骨折している箇所さえあった。

佐吉はいつものように六時の目覚ましで起きた。外は抜けるような青空。しかし、佐吉の部屋はもうずっと暗く、外の光を取り入れてなかった。

しかし、その日だけはなぜか外の様子が気になった。

チュン、チュン。庭では二羽のすずめが鳴いている。

今日は結婚記念日。そんなことがふと頭の奥底からふいに浮かび上がってきた。

半年近くおまつと朝話すことはなくなっていた。自分のおまつに対しての振る舞い、おまつの悲しそうな顔。すべてが矢継ぎ早に頭の中を流れた。

しずくがぽたりと落ちた。

佐吉は走った。ドアにすねをぶつけ、階段を腰で駆け下りた。自分のひどい振る舞いに対しておまつは常に朝ごはんを作り続けた。誰も食べないとわかっていても毎日作り続けた。佐吉に突き飛ばされひじの骨が折れようとも。誰がこんなものといわれテーブルをひっくり返されようとも。

キッチンにはいない。

風呂場に行く。毎日、脱ぎっぱなしの服を片付けては文句ひとつ言わず、しわひとつないワイシャツを準備してくれた。胸が急く。俺は何をやっていたんだ。

外へ出る。今日は怖いくらいの青空だ。雲ひとつない。そういえば恒例だった休みの日のデートはもう一年近くしていない。

外には車があり、車で出かけた様子はないようだ。そうすると家の中にいるのだろうか。今は十時。

部屋？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

一秒でも早く行かないと全てを失ってしまいそうな気がした。
毎日考えられないような苦しい生活をしていたであろう。しかし、おまつは決して自分の部屋に鍵をかけなかった。最後の最後まで佐吉を信じていた。

ガチャと音がしてドアが開く。そこには窓から入る光に照らされてうずくまっているおまつの姿があった。声をかけてみる。

返事がない。

そばに行きゆすってみる。顔は青ざめよく見ると体中にあざがあった。

息は

ない。

オマツガシンダオマツガシンダオマツガシンダオマツガシンダオマツガシンダオマツガシンダオマツガシンダオマツガシンダオマツガシンダオマツガ

　

オレガコロシタオレガコロシタオレガコロシタオレガコロシタオレガコロシタオレガ

目の前がゆがむ。

たっていられない。

「おまつ、ごめんよ。」
言葉が出ない。その代わり雨のようにまぶたから何かが降り注ぐ。それらは頬をつたいおまつの顔へぽたぽたと降り注いだ。
あったかい。

目を開くといつもは鬼のような形相しか見せなかった佐吉の本来の弱虫の姿があった。泣きじゃくり、目は腫れ、よだれと鼻水をたらしながらひざの上に載せたおまつの顔を見ている佐吉。

「ありがとう」
どちらが先に口にしたかはわからない。しかし、その言葉は響きあい、二人を包み込んだ。

二人の周りには優しい空気があふれた。一年の間二人は何かによって大きく隔たれていた。しかし、今の二人にはそんなものはない。
「空が青いね。ピクニックに行きましょう。」

抱えられながらおまつは言い。泣き笑いしながら二人はほほ笑み合った。

終わり
あなたは恩を返す人を間違えていませんか。情報が氾濫している今、何が正しいのかを最終的に決めるのはあなた自身です。顔も知らないメールの相手を過剰に信用していませんか。いつもわずらわしいと思っている身近な人に感謝していますか。バーチャルな世界では匿名が許され、自分の言動に対して責任を持たない人も数多くいます。しかし、あなたは顔の見える現実の世界で暮らしているのです。友達と喧嘩したとき、恋人と別れたとき、『リアル』から逃げていませんか。あなたを取り囲む人の中にはあなたを故意に傷つける人もいるかもしれません。
ですが、そんなときは周りを見渡してください。あなたの家族、先生そして友人、恋人が「おまつ」のような優しさで包んでくれるでしょう。

ただの文字の羅列をここまで読んでくれたあなたはきっとすごく優しい人なのでしょう。この文字の羅列があなたの心の中に1ppmでも届いたら幸いです。
　

